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九州新幹線全線開業効果の最大化による県全体の発展

重点的に取り組む施策 熊本駅周辺の整備
品格あるくまもと

戦略

番号 事業の成果、実施上の課題、改善の方向性等

予算･決算
(千円)

上：H22予算
中：H22決算
下：H23予算

事　業　の　概　要
事　業　名

担　当　課

○事業推進上の課題、今後の改善の方向性
・熊本市、経済界と連携して熊本駅周辺への都市機能導入策を検討
する。
・駅周辺と熊本城のある中心市街地との回遊性向上を図る必要があ
る。

連続立体交差事業

○道路と鉄道を立体交差化する
「鉄道高架化事業」を実施するこ
とにより、周辺地域の交通の円滑
化や東西の一体化、さらに熊本駅
周辺地域の都市機能強化を図る。

○平成22年度の取組みの実績、成果
・新幹線高架下に在来線を移設する2次仮線の工事を行なった。
・新幹線と在来線との相互乗換・連絡を図る地下連絡通路を完成さ
せた。

都市計画課

○事業推進上の課題、今後の改善の方向性
・今後は在来線高架橋本体工事の本格化に伴い、ＪＲ九州や熊本市
など関係機関との調整を行い、「県都の品格ある陸の玄関口」とし
て相応しい駅周辺の整備を進める。

熊本駅周辺街路整備事
業
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○九州新幹線全線開業を契機に熊
本駅周辺地域整備基本計画を踏ま
えたまちづくりの推進と、魅力あ
る駅周辺整備のための取組みを行
う。

熊本駅周辺都市機能誘
導等推進事業

○平成22年度の取組みの実績、成果
・新幹線高架下の商業スペースに上天草等の県産品販売店を整備。
・新熊本合同庁舎Ａ棟が完成し、休止されていたB棟整備が平成２３
年度の政府予算に計上された。
・駅周辺の散策路について、熊本市と連携して駅西口を中心に整
備。

地域振興課

２

熊本駅東口駅前広場整
備事業

○今後は、「県都の品格ある陸の
玄関口」として相応しい駅周辺と
するため、連立事業完了に向けた
駅前広場（完成形）の計画策定に
取り組む。

○平成22年度の取組みの実績、成果
・九州新幹線全線開業に向けた東口駅前広場（暫定形）の整備を
行った。

都市計画課

○事業推進上の課題、今後の改善の方向性
・在来線の高架完了後（平成３０年頃）を整備の目標とした東口駅
前広場（完成形）への取り組み。

○新幹線全線開業効果を活かすた
め連立事業完了後の街路整備事業
（春日池上線、熊本駅城山線、新
市街水前寺線（交通結節））を推
進する。

○平成22年度の取組みの実績、成果
・新幹線全線開業に向け、熊本城山線や熊本駅帯山線の道路拡幅工
事を行なった。
・市電を車道の中央から西側の歩道側に寄せて走行させる市電のｻｲ
ﾄﾞﾘｻﾞﾍﾞｰｼｮﾝ化の推進など、駅周辺の交通ｱｸｾｽの改善を図った。

都市計画課

○事業推進上の課題、今後の改善の方向性
・今後は、連立事業完了に向けた駅周辺の整備のため、関係機関と
の調整を行い、「県都の品格ある陸の玄関口」として相応しい駅周
辺の整備を進める。


